
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

まず営業・輸送概況です。 

収入ですが、１月につきましては前年比で１０９．１％、２月は１４日までですが１０３．９％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況ですが、山陽新幹線は、１月が前年比で１０４％、２月が１４日までで９９％、近畿圏は、 

１月が１０５％、２月が１４日までで１０２％ということになっております。 

年末年始から引き続き、１月は多くのお客様にご利用いただきましたが、２月は大雪の影響もあり、新幹線に

つきましてはこれまでのところ昨年度とほぼ同程度のご利用となっております。  

引き続き皆様に安心して、快適な旅をお楽しみいただけますように、安全安定輸送に努めてまいります。 
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３. 駅の販売体制強化の取り組み  

 
4. 大阪・関西万博に向けた JR 西日本グループの取り組み  

 



２. うめきた２期の玄関口が開業 さらに広がる大阪ステーションシティ  

  
次に、「うめきた２期の玄関口が開業 さらに広がる大阪ステーションシティ」についてご紹介させてい

ただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪駅の西側エリアにおきましては、昨年、イノゲート大阪、並びにＪＰタワー大阪がグランドオープン

をしまして、９月にはうめきた２期区域が先行まちびらきをされております。そうしたことで多くの人々が

集まり、新たな賑わいが生まれているところです。 

今回、うめきた２期の玄関口の役割を持つことになります「うめきたグリーンプレイス」の商業施設の開

業と駅前広場の全面供用開始時期が３月２１日に決定いたしましたので、ご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この、うめきたグリーンプレイスは、大阪駅とうめきた２期区域をつなぎまして、交通結節機能と、そして交

流・サービス機能を合わせ持つ、開放的でみどり豊かな施設としております。 

また、特別な時間をお楽しみいただけるレストランから、公園を訪れた方や周辺のオフィスワーカーの皆様

が手軽に使っていただける都市型フードコートまで、幅広い店舗をご用意することにしております。 

同じく３月２１日に開業が予定されております「グラングリーン大阪南館」と合わせまして、うめきた２期区

域のまちびらきが進展し、更なる賑わいが生まれるものと期待しております。 

さらに、万博開幕が迫る４月１１日には「イノゲート大阪」と「グラングリーン大阪南館」を接続する新たな 

歩行者デッキが開通し、大阪駅エリアの回遊性というものがより一層高まるものと思っております。 

このほか、うめきたグリーンプレイスに直結いたします駅前広場には、万博期間中には万博会場まで直接繋

がります、駅シャトルバスが発着をいたします。環境にやさしい燃料を用いた車両を私ども西日本ジェイアー

ルバスが運行いたしまして、万博にお越しの方が、便利にご利用いただけるルートにもなると考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、この２月２６日には大阪駅西口に「エキマルシェ大阪ウメスト」がグランドオープンいたします。 

深夜帯営業の店舗を構えるなど、国内外から多様なお客様にご利用いただくことを期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この後も、高架下の開発や既存施設のリニューアルなどを計画しておりまして、うめきた２期区域の全体

まちびらき、さらには、２０３１年春のなにわ筋線が開業をする予定など、大阪梅田エリアはこれからも発

展を続けるものと考えております。 

そのなかで、大阪ステーションシティは、大阪梅田エリアの「玄関口」としての役割を果たしてまいりま 

すので、ぜひ多くのお客様にご利用いただければと期待をしております。 

 

 

３. 駅の販売体制強化の取り組み 

 
次に、駅の販売体制強化の取り組みについて、ご紹介をさせていただきます。 

これは前にも一度お話しさせていただいている内容ですが、改めてご紹介させていただくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中期経営計画２０２５」で掲げております「鉄道事業の活性化と構造改革」ということの実現に向けま

して、「お客様サービスの変革」を進めており、なかでも、お客様との最大の接点でございます「駅」につ

いては、窓口に並ばずに商品をご購入いただける「セルフ化」、あるいは「みどりの窓口の混雑解消」、そし

て、購入後の発券が不要となる「チケットレス化」に努め、駅サービスのデジタル化というものを進めてい

るところです。 

これまで進めてきた様々な取り組みに加えまして、この春に予定しております新たなサービスにつきま

しても今回ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「セルフ化」の取り組みといたしまして、一つ目はモバイル ICOCA での中学生・高校生の皆様の

定期券サービス開始をお知らせいたします。 

これまでは新年度の通学定期の発売を係員窓口限定としていたことから、みどりの窓口が混雑する３月 

から４月にかけまして、一層の混雑が生じる一因となっておりました。 

２０２４年３月、ウェブで申込ができます「マイ・テイキ」というサービスが始まり、申込用紙の記入が

不要になるだけでなく、ウェブでの在学確認というものが可能となりまして、みどりの窓口に並んでいただ

くことなく「みどりの券売機」という機械を通じて定期券をご購入いただけるようになりました。 

そして、この春からは、中学生・高校生の皆様でもモバイルイコカの定期券をご利用いただけるようにな

りまして、みどりの券売機に並ぶことなく、通学定期券をご購入いただけるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



二つ目は、みどりの券売機の機能の拡大についてです。 

お客様ご自身でお取り扱いいただけます「みどりの券売機」は、順次機能改修も行ってきており、現在の

ところ駅係員窓口で取扱われた操作の約半数は、窓口に並ぶことなく、みどりの券売機での対応が可能な状

況にはございます。 

これが２０２５年４月からは、乗車変更できるきっぷの拡大や、IC 定期券の払戻しなども新しく可能に

なるということで、みどりの窓口でお取扱いしております約８割の取扱いが、みどりの券売機でも対応でき

るというように変わります。お客様ご自身で操作が可能になるということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような「セルフ化」の取り組みに加えまして、当社ではターミナル駅、中小駅、それぞれで「みど

りの窓口の混雑解消」に向けた体制に関する取り組みにも力を入れているところです。 

ターミナル駅のみどりの窓口においては、繁忙期に窓口をフルオープン化してお客様にご利用いただけ

るよう体制強化を行ってきているほか、待ち時間を列に並ばず快適にお過ごしいただけるように、整理券シ

ステムの導入を順次主要駅において進めています。 

お客様には、椅子に座ってお待ちいただいたり、その時間内にお買物をしたりと、待ち時間を有効活用で

きるということで好評を頂いており、２月には京都駅、そして今後は、大阪駅等への導入も予定しておりま

す。 

また、中小駅を中心といたします一部の駅では、みどりの窓口と同等のサービスをご利用いただけるよう

に、オペレーターの方と通話ができるタイプの「みどりの券売機プラス」を導入しております。 

２０２２年以降、順次オペレーターの人数も増やしてきておりまして、オペレーターにつながるまでの呼

び出し時間が大幅に短縮されてきております。また、２０２４年６月には、ご利用が多い日中時間帯でオペ

レーターの体制をさらに強化したほか、２０２５年度には新たなコールセンターも設置する予定です。こう

した体制を一層強化していくということによりまして、順次待ち時間の短縮を重ねてきましたが、昨年４月

の繁忙期に平均３分であった呼び出し時間を、さらに一層短縮できるものと見込んでおります。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、「チケットレス化」の取り組みについてです。１月１９日から、新たにＱＲチケットサービスを 

開始いたしまして、様々な企画乗車券をご利用いただけるようになりました。２月２７日からは、「ＫＡＮ

ＳＡＩ ＭａａＳ ワンデーパス」も取り扱うことになっております。 

２０２８年以降につきましては、券売機で発売している磁気券の近距離タイプのきっぷにつきまして、順

次ＱＲ乗車券に移行を進めまして、将来的にはインターネットで購入したきっぷもＱＲ乗車券でご利用い

ただけるように、更なるチケットレス化を進めてまいります。 

２０２５年には、大阪・関西万博により、多くのお客様のご利用を見越しておりますけれども、引き続き、

皆様に安心して快適にご利用いただけますように、駅の体制強化、そしてチケット類の整理、そういった確

認についても進めていきたいと思っております。 

 

4. 大阪・関西万博に向けた JR 西日本グループの取り組み 

 
最後に、大阪・関西万博に向けたＪＲ西日本グループの取り組みについて、ご紹介をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いよいよ、大阪・関西万博の開幕まで、あと５０日余りとなってまいりました。 

国内外から多くのお客様が大阪にお越しになることから、当社グループにおきましても重要な機会と位

置付けておりまして、開幕に向けて、３つの観点で取り組みを進めてまいります。 

１点目は、まず何よりも万博輸送を支える交通事業者といたしまして、来場者輸送の責任と役割というも

のをしっかりと果たしていくということと、万博の波及効果の最大化ということに努めていきたいと思い

ます。 

２点目は、万博を契機といたしまして、将来に向けた成長の基盤づくりとして、ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯ

や関西ＭａａＳといったデジタル技術を活用した、今までにない体験や、そして空間といったものを提供し

ていくということに取り組んでいきたいと思います。 

３点目としましては、ＪＲ西日本グループのアセット、資産を活用し、さまざまなＰＲを行って機運醸成

というものを一層図っていきたいと思います。 

本日はこの３点について、それぞれ具体的な内容について、ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１点目の「来場者輸送」については、新大阪から桜島までの直通臨時列車の運転に加えまして、乗換駅と

なります西九条駅、弁天町駅および桜島駅などの安全性や利便性の向上を図っております。 

なかでも、弁天町駅は、夢洲駅につながる大阪メトロ中央線への乗換駅となりまして、万博期間中は混雑

が予想されることから、新駅舎の整備、並びに、大阪メトロ様との共同で連絡通路の整備を進めてまいりま

したが、３月１日にいよいよ供用が開始されます。 

これにより、大阪メトロ弁天町駅と当社環状線内回りホームは、段差なくフラットに乗り換えることがで

きるほか、駅舎のバリアフリー機能が向上することで、より安全で快適にご利用いただくことができるかと

思います。 

そのほか、桜島駅の万博臨時改札も３月２４日に供用開始となります。引き続き、皆様に安全で快適に万 

博会場までお越し頂けますように、準備を進めてまいります。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、2 点目の将来に向けた成長の基盤づくりの取り組みについてご紹介させていただきます。 

大阪ヘルスケアパビリオンの展示の一つである、「カラダ測定ポッド」は、様々な企業様の協賛のもと開 

発がされておりまして、当社グループもＪＲ西日本テクノスというグループ会社が設計・製造を行う形で協

賛させていただいております。 

この「カラダ測定ポッド」は、パビリオンの目玉である「リボーン体験ルート」の最初にご利用いただけ 

る予定でございまして、５分程度で７分野の健康データを測定できるものとなっております。万博の開幕に

先行いたしまして、大阪駅など主要駅に設置し、３月１３日からご体験頂くことができるようになります。 

特に、大阪駅では、「Dot Health Osaka（ドット ヘルス オオサカ）」という名称でヘルスケアに特化し 

たエリアを中央口に整備いたします。「カラダ測定ポッド」の設置のほか、万博等で お付き合いの生まれて

おります、他の企業様とともに様々な取り組みを試行する「協賛連携ゾーン」というものを新設いたしまし

て、ヘルスケア分野でのオープンイノベーションを加速させていきたいと思います。 

この「Dot Health Osaka（ドット ヘルス オオサカ）」を起点に、駅という場所で、無理なく健康管理

ができる環境を創りまして、沿線のお客様に、健康で豊かな生活を送っていただけるよう、そのような未来

の姿の実現に取り組んでいければと思っているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、万博関連の 3 点目として当社グループのアセットを活用した機運醸成の取り組みについてご紹

介させていただきます。今週末の２２日から２３日にかけての 2 日間、開幕５０日前の節目のイベント「Ｏ

ＳＡＫＡ プレ駅スポ」と題しまして、大阪ステーションシティにて開催をいたします。 

一日約７０万人の人々が行きかう大阪ステーションシティでの開催は、まさに当社のアセットを活用し 

た、当社ならではの取り組みではないかといえます。 

万博会場内にパビリオンを出展予定の、チェコなど海外９か国をはじめとした計１４の出展者の皆様に

よるブースの出展や、スペシャルゲストを招いた様々なステージプログラムを予定しているほか、世界中か

らアクセス可能な「バーチャル大阪駅 ３．０」と連動した企画など盛りだくさんの２日間としております。

ぜひリアルとバーチャルの双方から大阪・関西万博の魅力をお楽しみいただければと思っております。 

ひと足先に、大阪・関西万博のコンテンツを楽しんでいただくことで、大阪・関西万博の機運を高めてい

くことの一助となればと考えております。 

ぜひ多くのお客様にお越しいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


